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消費者需要の拡張経路

一一一開放体系への試み一一

森 井 昭 顕

はじめに

消費者行動の理論は，商品価格の上昇，または，所得の増加に対応して，

消費者が如何に反応するかを分析することである O まず第一に，効用函数

の性質を考察し，二商品価格とL、う挙純化モデノLから，順次， ・般I'i'j

;':~モデノL へと歩をすすめ，開放体系への試みをなした L 、と考へている o L 

かしながら，そのμ式みは，簡単に，そして，単純なものではありえなL、。

せめても，それへの一つの糸口になることを希望し，摘を重ねたいと考へ

ている O

I 効用函数の性質

二I}Bi;i，X'と X"のλを[比定し， Ij'j貨:1;'の暗Hによって， 商品を合J型
的に順序づけられるとナる。~ 、ま， 消費者が，すくなくとも X'を X"

と同じほど欲求していると考えれば， X'はX"と選好関係にあるという O

記号では，次のように書くことができるこ)
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ここで， pは選好されることを意味LてL、る O さらに， X"が X'より

も選好され X'" が X"よりも選好される場{i，X川は X'よりも選好

さわる O

if X"PX' and X'''PX''二'>X"'PX' . ( I一一2)

また X'ヵ， X"よ 1)もi1投手され， 同日干に， XFFヵ， X'よりも/i!1t!了ーされ

るj劫U，X'と XFF;工無差J}IJI主]係にあるとい，'，

X'PX" and X"PX'ム X'IX" . ( I -3) 

ただし， 1は無差別であることを意味している口
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消費者の選好もまた，各商品1こ加えられた消費者の満足の度合を示す指

数で、支わきれる。このような指数を効用函数といい，次のよう~こ表わすこ

とができる J

u=u(X) X= (Xl， X2，… Xn) 
¥
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ただし u は序数的効用であり，ベクトノし X~主各商品の隼合である。ベ

クトペ X=(Xl，X2) とすれば，効用函数は次の式になる O

U=U(Xl， -"'2) . (1 - 5) 

ii'j費者;工，効用を極大にしようとするから，函数(!-5)を微分すれば，

Uldxl + U2dx2 =0  ・・・・・・ (1 -6) 

Ul_ dX2_" 
U2 dXl --c' 

. (1--7) 

(1 -7)式は， 限界代替率 (s) と呼ばれており， 同じ無差別曲線上

を，れが増加する場合，X2が減少する本を意味している。つまり，無差

別曲線の接線勾配は負であるということであるO そのことは，次のような

効用問数のへ i)つ:::ヘザセ (horderedHessian)行列が， JEで、ある左いう

こどである口

Ul1 Ul2 Ul 

U21 U22 lt2 >0  

III lt2 0 

. (I-~-8) 

このことは，次のように証明することができる CIー 7)式を微分す

れぽ次の式になる O

ds = 1~2qU 1.=:tl_4112 = };，[lt2(lllldxl十 1t12dx2)
U2ム U2'"

- Ul (U21dXI + U22dx引…… (1-9) 

方樫式(1 -9)に dX2=-CdX1を代入し 河辺を dXlで;号Ijれば，

ds _lt22Ull -ltlU2U12 -U1lt2U21 + U12U22 
d.~~ ん百 一
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 一一 U12 = U21 ……(  1 --10) 

限界代替率逓減ということは，方程式(1 -10)の分子が負で、なければ
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ならなl、口ただし Uz3>UであるD つまり，

-U12U22 -U22U II十2UIU2U12>U . ( 1 ~11) 

ここで，行列式 (1-引を解け(1::， (5~ の式が得られる口

U1ll2U12十U1UZll21-U12U22 -UZ2Ull 

= -ltI2UZZ-uiUl1 +2UIU21112>U ……(  1 ~-12) 

従って，不等式(I -11) と(1 -12) :土，全く等しいのであるコ要す

るに，効用函数の性質は， {)~の如くである

(1) つの無差別曲線は交わらない、コ

(2) 無差別曲線は原点に凸である O すなわち，限界代替率逓減の法則

が妥当寸ると L、うことである。

E 二商品モデル

消費者の購入する商品が種類であると Lヴ単純なケースを考へょう。

その商品の消費量を Xl， Xz とすれば， rj:数的効用問数 CU)llは， 次の

如くである O

lt=!(Xl， X2) 

j円安者の予算市I!K(j条件は，次の式で7毛わされるコ

¥、
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y=ρlXl十ρ2X2 ¥
/
 

つんπ
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¥
 

ただ L，yfi消費者所得であり ，Plとれは， それぞれの商品価格で、

ある O この予算制約条件のもとで，消費者は効用を最大にする商品の組み

合わせを考へるであろう C 方程式(日 -1)と(日 -2)から，次のよう

なラグランジ雨数 (Lagrangeanfunction) V を得る υ ただし，i. (土ラク

ランジの未定乗数である。

V=!CXl， X2)十i.Cy一(ρlXl十β2X2)J ・…・・ CII-3) 

VはんとれおよびAの砕i数であるから，それらに関するVの偏導函

数を求め，ゼロにノ手しいとナる 1

1 )序数的効用 (ordinallltiliり)とは X1が X2 よりも選好され X1 とエ2 が無

差別であり順序づけが可能な場合をLぺ。す江わち，朱合記号を用L¥11:f. 欠の
t~11 く書き表わされる。
X1PX2 C:二争 U(Xl)>U(X2)

Xl Ixz Ç::二~ U(Xl)=U(XZ) 
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f)V 
-一一=f1=i.tl-0 ・…・・ CIT -4  ') 
V-~l 

。v
正ァ =f2-i.戸2=0 ・・・・・・ CII--3} 
V'C2 
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. CII--6) 

そこで，合理的な消費者の購入量は，常にこれらの方程式を満足ナるで

あろうし，価格と所得が変化ずるときも，消聖者の支出は変化するが，そ

の場合の購入量も， これらの方程式を満足するであろう O

さて，すべての変数を同時に変化させるために，三つの方程式 (il-4) 

~C rr -6)を全徴分すれば，次の如くになる η

/l1dXl +f12dx2-hdi.= i.dPt 

-P1dx1-T2dx2 = -dy + X1dP1 + X2djう2

. CII-7) 

・CII ---8 ) 

・CII ----9 ) 

んldx1+f22dx2-ρ2di.=i.d.ρ2 

方程式は三つで，未知数は dXl.dX2. di，の三ケである O ただし，右辺

は定数と考へることができるから， この連立方程式を解くことができる汁

それぞれの未知数の行列j式をDとおけば，

/11 /I~ -T1 

D三 /21 f22 -P2 

-jう1 -ρ2 0 

その第一行第一列の余困子 Ccofactor)を D11 とL.第一行第二列の余

. CII--10) 

困子を D12etc.とおく口

/22 -PZ f12一戸1。11=三 D12 etc. …… C II -11) 
-P2 0 ρ2  0 

方程式(日 -7)"'--(li-9)を解くために、グヲメールの公式 (Cramer¥

formula) を使用寸ればよ~ ':; 

_ i.DlldJう1十i.D21dlり2+D31C-dy十x1d.ρ1十X2d.ρ2)X1一 一 一一一一…・(II ----12) 
D 

_ i.D12dPl + i.D22dP2十D32(- dy + X1djう1+ X2dJり2}X2ー ー ーー…… (II--U) 
D 

し、ま， Plのみが変化しんも yも変化しないと仮定すれば， (日-12)
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式は次の如くになる O

8Xl_ADl1l..D31 
8ti~ ---f5-，-.qb . CII--14) 

この式は，Pl の変化に対する消費量 Xlの変化率であるωyの変化に対

するんの変化率(土，i}.くの式になるc

8Xl_  D31 
8y D 

・ (β1，ρ2=const.) . c rr -15) 

ここで，価格の変化と所得の変化が同時に起り，価格の変化が所得の変

化によって，丁度，相殺され，同じ無差別曲線 tにあるものとすれば
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そこで，方程式(日 -14)は，次のように書き換えることができる O

8Xlー (8Xl¥ (8Xl¥

。ρ1 \8ρ1)u~const. ¥8y )p~∞nst 
. C 11-17) 

この方程式(日-17)は，ムが変化する場合の全部効果(代替効果十所

得効果) 2)であり， スルツキ一方程式 CSlutskyァ equation) と呼ばれてい

る円

さて， この二つの効果，すなわち，代替効果と所得効民は，1;11何なるね:

号をもっているであろうかJ 周知の如く，代替効果の符号(土，常に負であ

るO 方程式 (n-4) と (n-5)から，次の式が得られる O

i_f1ーん
P1 P2 

. C 11-18) 

この式は，価格に対する限界効用均等を意味しており，この式から，効

用極大点においては，限界効用の比率ぽ，それに対応する価格比率に等L

くなければならない U 、ろ均衡条件式が導カイ(るら

flー ρI
f2 ρ2 

. Cll-1ν) 

2) 代替効黒〔ぉllb~titlltiり11 dfぜ仁川と;土， )j程式(n← 1，)のお辺rわー去であり，

れが変化Lた場fT， 消費者が他Hhillを Xj によって代首とされる 11íj-.~益 ;)IJ曲線 l二

の動きをL、う。また，所得効果 (incomeeffect)とは，価格ーム定にLて，所得のみ

が変化する場合のれに対する需要量の変化をL、う。
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従って， i.:土Jfであ i)，限界代持率逓減の法則が妥当するためにば，行

列式(l!-11)の 01lが負であるから， 行列式(1I-10) はrfで、なけれ

;王ならなL、 このことに，;J ~のように L て証明寸ることがで!?る~行列式

(日一10)を展開すれば，

0=  -f11P22十2f12ρ1P2-JムP/

= - CfnPi-2f12ρ1P2+ f22ρ12) . C II -20) 

方程式 (IT-20)のカヴゴ;土負であるから， 0>0である O また，行列

式(11-11)の011を解;十ば，D11士一ρ22 とた :)，明らかにれで、ある。 1，t

って，方程式(ll-17)の第一項は負である O しかし第二項の符号につ

L 、て(土，何とも云えなL、。つ主り，限界代替率逓減の法則が作用LてL、る

場合，Caxday)主Oであるなうは，上級財，普通財，または下級財となり

得るからである心

次に，ある商品価格が，他の商品需要に及(ます効果，すなわち交差効果

(cross effect)を考察しよう J 方程式(日 -12) と (rr-13)から，次の

」えが求めら，1Iイ)" 

。Xl_i.D21 1 ~ D31 
aT2 --D T "20 . (ll21) 

aX2_i.‘D12 1 ~ 032 
瓦 b '-'11) 

(II -22) 

Dは対称行列であるから， D12=υ21とおくことができる。方程式(II 

21)と(11-22)の第一項は，代替効果を表わしているが， この場合の代

帯項の符号は不定であるc

l ，;t ，方程式 (li-14)にムを，方程式(n-15) iこyを，方程式 C][
-21) こんを乗じて，それを加へ*Ui，次の式を得る O

D" . U~l ， i.D91 υ'H L. D<:ll 
'11ρ1 十 X13iρl+"~Uρ2+ X2~1 P2-~~ly b Yl T I5 Y2 T "2-D YZ-b 

=占CD11i.Tl十D21i.T2-0山 -T1Xl-T2X2)江 . C II --2~i) 

y-ρlXl-P2X2工，予算制約式からゼロであり，行列式の性質から， (ll 

-23)式はどロに等Lいとおくことができる C



消賢者需空会の拡張経路 lJ'l 

;〔九 . C 1I -24) 

代幹Jj~ を Sij でたわ十ど (li-:24) 式 l 土 ， {j~ の brl く百き換えられる

SJlρ1 +SIZP2=0 -・ S12=S21 . (ll--25) 

SI1は負であるから，代伴財の場合には， S12 (主止でなければならない口

補完財の場合には， S12くOであり， S12=0であるならば， 独立財である

ということを意味Lているつ

皿三商品モデル

前節のモデルに，一商品と」財価格を附加し，効回l封数をぶせば大の

式が得ら，/Lる。ただL.記号は前節と!日]じ意味を示LてL、るものとする」

zt=uCXl， X2， X3) ……(困ー1) 

Ô~の子見制約式を条件と L て II を極大にする。

y=ρlXl十P2XZ+P3X3 

そこで， ラグランジ式を求めれば，次の式になる O

L= UCX1， X2， X3) + ACY1-ρlXl -PZXZ-P3X3) 

-li告の必要条件は，次の如くである O

。L
θ =UI-AP1=0 
Xl 

aL -ー=uz-itz=O
U-'2 

。L
石~=u3-ìÞ3=0
U.¥'3 

。L
=Y-PIXl一ρZXZ-P3X3=0
aA 

， (皿--2 ) 

. Cill-3) 

. Cill-4) 

. Cill---5) 

. Cill-6) 

. Cill-7) 

方程式(lII-4)~C 囲 .7) を微分すれば，次のようになる o

Ull U12 U13 -Pl dXl ;，dρl 

U21 U22 U23 -pz dxz i.dlり2

U31 U32 U33 ρ3 dX3 Adρ3 

一戸1ーρ2-P3 O di. Xl~ρ1 + X2dPZ+X3dP3-dy 

. Cill-. 8) 

クラメーノし CCramer)のj士則によって， dx; (i = 1，2，めを求めること



15ぷ ;:u 8号(経済・経営編)

ができるO

の1=土〔ゆ1sll+地山+).dP3s31 
十CX1dρ1十X2dPZ十x3dρ3-dy)ム41J . Cm--9) 

ここで，ムば係数行列の行列式であり sijば行列 (i，j)要素の余因

子である O

d戸zの偏導函数を求めれば，次の立11くになる O

θX1 )，ム11-"-X1ム41
0ρs ム

8X1_ ).d21J X2d41 
81り2 ム， d 

8X1 i.ム31 I X3d41 
8P3 ム， ~ 

8X1ーム41
8y ム

. Cm~lO) 

. Cm~l1) 

. C困 -12')

. Cm~13) 

方程式 Cill~10)~C皿~12) は，いわゆる価格効果であり，方程式(国

一13)は所得効果と呼ばれているものである。そこでで，方程式(国一10)

~C町一12) に方程式 Cill-13)を使用すれば，次の如く書き換えられる C

8X1_).ム11 ~ 8X1 
8ih= -.:1-"1房

8X1 J.ム21 v 8X1 

8P2 ム-"2-8示

θX1 i.ム31 ~ 8X1 
8P3二ム--"3 ()y 

. Cm~14) 

. Cm~15) 

. c 匝~16)

方程式 Cill-14)~C皿 ~16) のそれぞれ右辺第一項は，代替項であり，

第二項は所得項と呼ばれている O また， これらを総称して，総効果とも呼

ばれている O

さて，いま， ρ1とあが一定であるとおき，P2の増加が， 所得-の補整

的同時増加を生ずるものとすれば，予算制約式から次のことが云える O

dY=X2djう2 . c直一17)

れの需要は，それぞ、れの価格主所得の雨数であるかム，寸ーなわt)，

X1 =X1Cρ1， P2，ρ3， y) . C皿--18)
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函数(血 18)を微分すれば，次の式が得られる O ただし，T1. T3は一

定であるo

ax δx 
dX1= ':.，~ldJうっ +V，.，-:"ldy

âÞ2-r~ ， ay 

万程式 CIll-19)に(国一17)を代入すれば、

dX1二 θrldP2+X23型dρ2
a)り2-1'''' ' V'':' ay 

補整的所得の変化による古要の変化は，次のようになる口

dX1_ax1 I ~ aX1 
dp; -dp; '-"2-ay 

この)j程式(回一21)を(山一15)式に代入すれば

dX1_Aム21
dρd  

. Cill-.19) 

• C国 20)

. C亜--21)

. Cill-22) 

方程式(I11-22) 工価格変化による補整さ:i!た所得変化を示Lており，

代替効果と呼ばれているものである 3JO この代替項の符号は，Aは正であ

り，ムは無差別曲線の性質を充たしている限リ， JLでなければならなL、。

効用を一定とおげば， (国一22)式は次のようにf13き換えられる D

dX1_ax1 
dT2 aρ2 u~const. 

それ此，方程式(盟-15)は次のようになるO

。x1ー δX1 θX1
6五 aρ2， u~ ω11SL-A2あi 1り二 CU!1Sl

. Cill-23) 

. Cill-24) 

この}j程式 Cill-24)は，周知のスルツキー CSlutsky)方程式である O

ニニで，代替頃(土，補整された所得変化によって， ρ2に関するんの変

化*を示してL、るから，いま，CdxdcJρ2)>0であるならば X1財を純代

替， また， Cdxdゆ2)くOの場合iこは純補完とし、うロ また， Caxday) <0， 

すなわち，所得増加が市要の下落を生ずる場合，その財， ここではんは

劣級財であり，逆に，Caxday)>Oの場合には，劣級財ではなし、。すなわ

3)厳密に(土f1i j (土交差代替項であるが，係数マ?リッグスが対称行列で、あるから，

1; j二ム)I とおげるハすたわ'G. (~x1=2~21~(~X2=2ム12 で、あるから，代待項は dX1
. dh ム ~dÞI ム dP2

ニ空2 と書き換えられる ふれ故に， Ui;二 Uj; (1，ーのである。dPl '-~'--J7Ç/I....'//..j v'cJr) 
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ち，(axday)=Oならば，中立財であり， (θxday)>Oならば，上級財で

あると云える C また，(axday)主Oであり ，(dxdd)り2)くOであるならば，

ゅん/aρ2)は負である。逆に， (θxdoy)くOであり， (dxddP2)>0であ

るならば，(8xd8P2)>0であるc

W 一般的な多数財モデル

商品の消費量を Xl， X2，…， Xnとし，それらの商品価格を Pl，PZ，…，九

とすれば，消費者の総所得yに対する総支出額は，次の式になるO

y=LJρTXy . (lV--1) 

効用函数 (U)は， u(Xl， X2，…， xn)で、表わされるから， ラグランジ

CLagrange)の未定乗数Aを導入L. 前節で尊いたと同じように操作すれ

ば，次の式を付る O

u十i.(y-LJムム)=0

Uy=Aρy (r= 1，2，…， n) 

. ClV-2) 

・(lV-3) 

CW-2)式は，予算制約条件のもとでの効用極大ための条件式であり，

C}V -3)式は，消資者の均衡条件式である。効用が極大であるためには，

du=Oど d2u<Oで、なければならなL、。

冗

du=LJuTdxy =0 
1'=1 

. (lV-4) 

d2u='LJ 'LJuysdxydxsくo . ClV-5) 

(1¥' -4 )式は，限界効用極大のための必要条件であり， C}V-5)式

は， そのための十分条件で、あるゥ dXl，dxz ， … dXn の行列式は，次の ~II

くになる。

o Ul llZ2 
u1 Ul1 Ul 

。iuU
 

9

“
 

，，ル1
 

1
 
，f
 

e
，‘
 ハU o U1 ・・・・・・・・・UI1

Uz UZl UZ2 

Ul Ull UIZ lt13 

U2 UZl UZ2 UZ3 

U3 U31 U32 U33 

U1 Un・・・・.....Uln

UII Unl ・・・・..Ullll

. ClV --6) 

安定であるためには， この行列式が，それぞれ交互に，正，負でなけれ
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ばならなし、4〉O このことは，無差別曲線が原点に凸 Cconvex)であるとい

うことを意味している O

消費者需'Jl::の拡張経路

CN さて，所得増加による需要効果を求めるために，方程式CN-l)と
-3)をyにつし、て徴分すれば，次の式を得る O

8Xl ， '-8x? P1";1+j.う2 z +…・・・ +ρn~~=l。y'L"'8y 
8;. ，. 8Xl，. 8x? ハ
-P1-:..... + Ull" .... ~l + U12':'，..~~ +・・・・・・+U1nーヨ=08y ， vv 11 8y ， vv"， 8y ， ， vv 1 n 8y -~ 

. CN-7) 

&θA θX" 8x? ， 8xーハ-ρ c + Un1:-";? + Un2-";:.'" +・・・・・・ +Unn':.;;'~.!!.=U rn8y' VVn18y ， VVn"'8y ， ， vvnn 8y 

そこで，我々は(町-3)式から，ム=Ur/).を得ることができるから，

これを CN-7)式に代入すれば，次のように書き換えられる O

‘8Xl ， U?θXク 唱
.'::'.:~-~ +ー壬 "'+・・・・・・+一空 一世=1). 8y ぇ8y， ， ). 8y ‘ 

t18)'， 8Xl， _ 8x<:. 8Xu ^ --=-:.1.;:--:+Ull←? + U，?':._""'--+ ...... + U，一"'-"-=U). 8y ， vv 11 8y . vv 1'" 8y ， ， vv 1 n 8y -~ 
. (町-8)

u..8). . 8X，. 8x? ハ
ー←旦 ー+ Un1-";~:+ ltn2 竺+・・・・・・ +ltn 旦=り). 8y よ8y I vvn" 8y I I vvn n 8y -~ 

この式におけるそれぞれの未知数の行列式は，次の如くである O

o Ul lt2……ltn 
=-1i41《11?ITH--

・U1n
).2 

Un ltn1 Un2・・・・・・ltnn

U1 U2 lt" 
).). ). 

-31UJ1M12:U1n 

~ 1 '7J 

-7h ud--…'Unn 

。

. CN-9) u
 

l
p
 

一一

>0であり，

lt1・・・・・・ltll

Uニ
U1U1ぐ"'Ul"ー l

Un Un1・・・・・・Ulln

O 

ただし，

4) R. G. D. Allen: Mathematical Analysis fur Econumists， 1967.を参照。



162 抗8号(経済・経営編)

1 1~1 ... ...l!" 
一 一一一一二;. ;. 

U。三 o Un……Ull1 

o Unl ...・"Unn

とすれば.

8;' ;'2U
O 

8y U • ClV-lO) 

な=(-0)(一号)=宅E . ClV -11) 

前節におけると同じように Aは正であるが，所得効果の符号は何ら解

らなし、。

次に，所得一定のもとでの価格変化の効果を求めよう O 方程式ClV-l)

と CN-3)を九について徴分する。

8x. . L 8x? . . L 8 γ1  
Tl ~:'} + Þ2~"l 2 +……+ρnd=-Xr 。ρr' Y ~8þ r ' ， Y n 8T r 
8;'. 8Xl θX? . 8x.. ^ I 

-ρ1 d .L + Ull~~l + U12~:'~ +・・・・・・十Ul 竺=υ8;うr' ..ll~ρ r ' 
.. 
'~8þ r ' 

， ... 11 a.ρ 
-・・..........・・・・・・・・・..........・・・・・・・・・...................

8;'. 8X，. dx? 、
-Tr:;:' + Url;;:::-l + Ur2;;::'~+ ・・・・・・ +Urn~:n=). 
r8Tr 
，
ur18Tr ，U r2a.ρf 。A

• ClV-12) 

。;.. 8x. . 8xヮ
-ρ +ultl~2+u Il 2 写+・・・・・・+UIIIl コtー
'8Pr 

I wltJ(jt--' 
I nll~8ji; 。ρr

ム=Ur/;'を代入すれば，未知数の行列式は， (町一9)式になるから，

次のように求めることができる O

8;' _( _).ヘ__;'2C -xrUO+ Us) 。瓦一¥-U)C-xrUo+Us)一一-u一一一 …ClV -13) 

訟=(-~)(XIUs-十Urド己長+Urs) ...... ClV-14) 

ーレだた
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I -X， U1A 
UII 
A 

o Ull ……Uln 

=-XyUo+Us 
). Url ……U， n 

o Unl ……1t" " 

o Ul -X....... l!)~ -x.......~ 

J.. ;.. 

lt， -i M110Ulpg  

U. 
- -~r ltr1・.....1. ・・ ・IIr 11 

U
-一A
U
一
X
一一一U

 

2
A
一、，A

U
 

ん

A一一

u -"1' U"l"・-・ 0・・ ・UIIII

方程式(宵-14) に(~--11)を通用十れば，次の式に書き換えられる O

8x$_ ，， 8xr， )D，s ー一 = _xrv，:r.+ J.. …・・・ CN-15) 8ftr - ~'8y~ I ，. U 

この方程式 CW-15) は， ヒッグス (Hicks)の価値基本方程式と呼ば

れているものである。 この代替項を Xrs とおけば5) 次の式に置き換え

られるO

5)代替IJiの諸性質についてほ， ド<i己の Mosakあるいは Hicksを参照されたい。こ

こでは，その若干の性質のみをあ汗る。

(1) xys=xs. (2) xrrくO (3) I; I; P，PsxrsくO

、?ノη
 

/
¥
 
η
 

r
i

、
A
V
 
〉x
 

h
y
 

A
Y
-

H

一z
mzh 

叫
町

内
U〉p

 
z
 

ム
U
42

日
、ap'
w
-
u
 

八
Uγι

巾

，，
 A
Y
 

HZh 

aaτ 

]. L. Mosak; General E4uIlibrium ThcOJy in Intemational Trade， 1944， pp. 

22-:!6. 

J. R. Hicks; Value and Cpital.どnd.ed. pp. 309-311. 



立~8 )IIj (経済・経営編〉161 

. ClV-16) OL=X sーτOち
8Tr '.r 8y 

. ClV-17) OL=L，-xvqf竺
OPr . oy 

スノレ

この方程式の代替項は

代替項 Xrsが正で

fとSが等しいと置くことによって得られ，

方程式と呼ばれるものである。Cslutsky) 

Xrrは，安定条件から負でなければならない。

方程式 ClV-17)は，

ツキー

もし，

補完財であるo Xrs XYS が負であるならば，代替財であり，あるならば，

独立財であるOがゼロであるならば，

交換の均衡V 

第N節における如く，消費者が商品rを消費する量をxとし，総需要量

をXとすれば，

¥ノ14
 

vv 
f
¥
 

Xr=::Exr 

つまり，供給量を認とすれまた，総供給量をXとし，商品 rの初期量，

tま，

、tノっ“vv 
f
t
¥
 

←

" Xr=::Exr ..-1 
そのあらゆる商品の需要は，この体系が均衡している場合には，もし，

供給に等しくなければならなし、。

. CY-3) Xr=Xr 

次の式に書Cy -1)式を想起すれば，Xr を決定するのに，そこで，

. CY-4) 

ρは商品価格を表わす。

2ムん=三コム丸

すべての個人を合計すれば，次の式になる。

き換えられる O ただし，

. CY-5) ::EPrXr =::EρrXr 

方程式 CY-3)が保たれるかどうかに関係なく， cY-5)式は必ず

T1. T2，…， ρnを決定する

のに， ηー1ヶの方程式しかもっていなし、。実際，各商品に対する需要は，

nケの価格，それ故に，保たれねばならなし、。
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ニュメレーノレ (numeraire)6) による n-lケの価格比の函数になる O す

なわち，

Xr = Xr (Y1. Y2. …• Yn-1) . (V-.6) 

ここで，Yt=(ρrlPn) (t=1，2，…，nーのである O 従って n-1ケの

方程式を決定するのに n-1ヶの価格比をもつことになる O それ故に，

Cy-3)は，次の式に書き換えられるo

Xr (Y1. Y2. ・・・.Yn-1)=Xr 、jノ
ヴ
dvv 

f
k
 

Xr (工一定とみなされるから，安定条件は dXrldYrの符号を考へれば

よし、。ヒッグス (Hicks)の交換の均衡安定条件は7> 次の如くであるO

1. Yの減少は，次の条件のもとで， Xに対する超過需要の増加をもた

らす場合には，完全安定である O

a)他のすべての価格比が一定である O

b)その商品市場におし、て，均衡が維持されるように，一つの価格比

のみが調整される場合，ただし，他のすべての価格比は一定であるゥ

c)二つの価格比が同じように調整される場合。

2. Yの減少は，市場において均衡が維持されるように，他のすべての

価格比が調整される場合にのみ， Xに対する超載需要の増加をもたら

すならば，不完全安定である O

これらの事柄を数式に書き直すならば，次の式になるであろう O

rjJ~l三塁12E4L=2bOLPZsくO
dY1 dY1 .~1 8y s dY1 

cii.茎r 三~_r2=竺て=「1 型!: ~y._'=O 
dY1 dY1 叫 8YsdY1

. CV-8) 

. CV-9) 

方程式 CY-8)は完全安定の条件であり，方程式 CY-9)は不完全

安定の条件である。これら二つの方程式から，次のようなれの変化に関

する式が得られる。

6 )ニユメレール (numeraire)(土，価値標準，あるいは，価値尺度，および価値尺度

財など左訳されている。

7) J. R.Hicks; Value and Capital: 2nd. p. 315. 
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。X}l 8X1dY2 1.  .. 1. 8X1 dy"ー1_dX1 
ー ~+・・・・・・+。Y1' OY2dY1 ' ， 8Yn-1 dYJ dYl 

Hi6 

~~+ ~~2~Y号+…・・・+ OL-dy，H=0 
8Y1 ' 8:Y2dY1 ' ， 8Yn-1 dY1 

. (V-10) 

8X坦ゴ+~~トld乃十・・・・・・ +OLHdb竺1=0
8Y1 8Y2 dY1' ， 8Ynー1 dY1 

θXr _.n dXr = よ =ρ， とおき，8ys rtldPs 
これらの行列式を求めれば，次のここで，

. CV-ll) 

ρdX1 
"-dT1 

O 

ハU

勾

G
一

唱

A

m

一

'
A

X
Y
-
-
-
竺

y

d

-

d

y
一，
d

，G
一

-・・・al， "-1 

a21 a22 ・・・・・・a2，II-1

an-1 an-1，2・・・an-1，，，-1 

a12 

式になる O

。11

Jの arsの余因子を 1rsとすれば，これら未知数のもつ行列をJとし，

CY-8)式から次のことが云える O

. CVす -12)

すなわち，その日i場におし、て，完全に安定であるための条件は，dXt/dTl 

が負でなければならないことを怠味している O 斯様な体系をすべて解くな

dX1_ J P 一一くOndρ1 111 

次の行列が得られる Cらば，

. (V ---13) 

。12・・・.....'a1， ，，-1 
。21 a22・・・・・・"'a2.n-1 

。11-1，1a"ーし 2・・・・"a"-l，，，-1 

all {[ 12 

α22 ， 

all 

。21
α11， 

それぞれ，交マトリックス (matrix)(Y -13)が安定であるためには，

1iに負，正でなければならないっ

L 、主価値尺度財 XIlによって X，に対寸る需要増加があったと

他の価格 YsのYrが上昇せねばならないっ

さて，

仮定すれば，安定条件から，
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効果は，方程式 cv-9)から得ることがでる O
axs 1 axs dysーハ。Yrrays dy~-V 
。Xs

dys_ ß~r__ Xrs 
dy; = -axs一 -Xss 

ays 

. CV-14) 

J
J

一・
2

X
↑

y
 

角。一角。一一α
 

. CV-15) 

我々は，Xssが安定条件から負であることを知っている。そこで，所得

効果を無視するならば，Xrsば，XrとXsが代替財，あるいは補完財で

あるかに従って，正または負になるo XrとXsが代替であるならば，Xs 

の価格は上昇しそれが補完であるならば，下落する O

要約すれば，次のように書き表わされる O

case 1) 代替財 Xrs>O二>~y.~>0 
dYr 

case 2) 補完財 Xrs<Oご〉 4Lく0
dYr 

W 開放体系における市場の均衡

前節までは，封鎖経済体系のもとでの考察であっが， ここでは，開放経

済体系のもとでのそれを考察する門まず，すべての国の商品数を nケとし，

商品rの総需要最をx，その総供給量をXとすれば，各国における需要供

給の均等式は，次のようになるD ただし上肩添字ば，それぞれの国を示

す。

Xr1+Xr2十・・・十Xr .' = X r 1 + X ，2十・・・+Xr"

Cr= 1，2， …，n-1) ・…・・ CVI-1 ) 

いま Ir=Xr-Xrとおけば， 1，が正である場合には， 輸入需要を，

1，が負である場合には，輸出供給を表わすものとすれば，方程式 CVI-1  ) 

は，次の式に書き換えられるO

1r1+I，2+・・・…十Iy"=0 Cr= 1，2， …， n-1) . CVI-2) 

このことは，すべての同に対ずる各商品の純輸入が，ゼロでなげれば、な

らないことを意味している O
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国際経済における交換の均衡に対する安定条件は8)封鎖経済において

与えられた条件と類似している O

1. 国際経済におげる完定安定は，任意のー商品価格比の増加が，次の

条件のもとで，その商品に対する国際的超過需要の減少を生じなけれ

ばならないことを要する O

a)他のすべての価格比が一定である場合。

b)その商品の国際市場において，均衡が維持されるように，一つの

価格比のみが調整される場合。

c)二つの価格比が同じように調整される場合O

2. 不完全安定の場合は，他のすべての価格比が調整される場合，国際

的超過需要の減少が生じなければならな¥"0

それ故に，次のように書き表わすことができる O

q'CI11_土庁士三士IO=dE=£33n11弘く0 ・・…・(羽ー3)
dY1 dY1 i"='l;・ f)ysdYl 

dCIr1士If十一.一三十IyV)=空宇rj-£2131U4L=0
dY1 dY1 

-
{='1 ;・ aysdY1 

Cr=2，3， …，n-l) ・…・・ CVI-4) 

方程式 CVI-3)は，完全安定のための条件であり，方程式(羽-4)

は， 不完全安定のためのそれで、ある。これらの方程式から，Y1の変動式

を得ることができる。

。X11-'-aX12dY2 -'-~ ~~~ I aX1v dyηー1_dX1 一一+一一1:: ~Y_2 +・・・・・・+ 一一一一 一一 一-
aY1 θY2dY1' 'aY"-l dY1 dY1 

aX21 I aX22dY2 ， 1 aX2
V 

dYn- ハ一一 +
V .t~2 ~.!ß 十・・・・・・十) υ 

θY1 ' aY2 dY1 ' 
， 
aYn-1 dY1 

空手L1十8X五三1弘+・・…・+31hdJEE=0。Y1 8Y2 dY1 ' '8Y"-1 dY1 

. CVI-5) 

aXri )~ c1.. 0，... 」こで Arsi=万元とあきの行列式を求めれば，次の式になる。

8) J. R. Mosak; General Equilibrium Theory in International Trade， 1944， p. 53. 
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A1n AZ12…・・・… .•. A¥. n-l 1 

dyz 

dY1 

ρdX1¥ 
n dTl 

O A
 

A
 

A
 

A1 1l _ 1• lA2n_l. 2…… AV  n-1， 11-1 O 

. (VI-6) 

この行列式をHとおき， Hの Ar/の余因子を Hrsとすれば，

dX1 H 
Pn~::l= 一一一くO …… (官-7)
n dTI--Hn 

ここではじが一定であるとおいているのであるから，完全安定の条件

は，dXt/dTlが負でなければならないことを示しているO

、lノQo w
 

f
k
 

A

A

A

 

A

A

A

 

A

A

A

 

A

A

 

A

A

 

A
 

マトリックス (VI-8)が安定であるためには，交互に，それぞれ，負，

正でなければならないことを意味しているο

W 貨幣需要を導入したモデル9)

二商品に加えて，貨幣量を加えた単純化モデ、ルを仮定すれば，一国の効

用函数は，次の如く示される。

u=u(D1• D2• Mr) …… (VH-l ) 

ここで uは効用水準であり， Dj(i=1，2)は二商品の購入量，Mr は

実質現金残高である。つまり，函数(四-1)は，効用水準が，二商品の

購入量と実質貨幣保有量に依存していることを意味している。 また Mr

は，名目貨幣ストッグMを，物価指数 f(Tl.ρ2)でデフレイトしたもので

あるO

M_= __ M =一一一一 ・・…・(四一2)
グ f(ρ1.TZ) 

fは貨幣の実質価値を表わす画数であり ，fj=(8fj匂ρ>0(i=1，2)で

9) R. Komiya; Monetary Assumptions， Currency Depreciation and the Balance 

of Trade，季刊理論経済学， .Dec. 1966.を参照。
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あると仮定し，一次同次函数であるO

1=/1ρ1+んT2・…

また，国民所得Yは，国民生産物と定義されるから，

Y=jうlXl+T2X2 

CVH-3) 

. CVH-4) 

ここで， Xj(i=1，2)は，二商品の国内生産物である O 初期貨幣ストッ

グを Moとすれば，予算制約式は，次の如く書き換えられる。

Y+孔10=TIDl+t2D2+M  . CVH--5) 

これまでと同じように，ラグランジ方程式を求めれば，次のようにな

るO

V =uCD1. D2. Mr) +えCY+Moー(ρ1D1+T2D2+M)J …・・・ CVH-6) 

ただし Aはラグランジの未定乗数である。方程式 CVll-6)から，

階の均衡条件は，次の如くであるO

。v
8D
1 
=Ulー砂1=0

oV 
一 =U2-AT2=0
oD2 

oV 
i~;-=u3-).1=0 
oMr 。v
=Y+M。ーCt1D1+T2D2+M) oA 

• C四一7)

. C刊-8)

. CVH--g) 

. CVH-lO) 

方程式 (VH-7 C -----) V1I--1O)を全微分すれば，次の式を得る。ただし，

ここで、，
。2U θ2
一一ーさは・一一一~1tj3. Ci， j = 1， 2，めとするo
oDjoDj

リθDjoMr-

Un dD1 + U12dD2 + U13dM r -ρldA=AdTl 

U21dD1 +U22dD2+U23dMr -T2dJ..= Ad.ρ2 

U31dD1 + U32dD2 + U33dMr -f = )，dl 

. CVH-ll) 

・CVH-12)

. CVH-13) 

-t1dD1-P2dD2-fdMr = -{dY +dMo-CD1 +M，fl)dPl 

一(D2+Mrん)dP2}…… CVH-14)

それぞれの係数マトリックスを求めれば，次の式に書き表わされる口



U1l U12 U13 -Tl 

U21 U22 U23一ρ2
U31 U32 U33 -1 
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dD1 

dD2 

dMr 

J.dTl 

J.dT2 

i.(/ld，ρ1 +/2dT2) 

171 

-Tlーρ2-1 0 di. 一{dY十dMoー (D1+Mrfl)d，ρl l 
-(D2 + Mrf2)dT2}、

. (四一15)

へりっき行列を次のようにAで示し，マトリックスAの余因子をAijと

定義するつ

U1l U12 U13 一ρl
UZ2 U23 ρ2 

U31 1t32 U33 -1 
A== U21 -

-T l-T2 -f 0 

いま，商品の消費需要に対する効果を求めよう。

dD1=土{AlldTl+ A21φ2十(/1dTl+ 12φ仇 1

一公ケl{dY+州一(⑦Dl+州Mrl1か)d，払ρムl一仇+州M叫fι1rl2

. (VII-16) 

方程式 cv刊I一17η)をρ1でで、偏微分すれば，次の式が得られる。
。Dl_J. 
= -~- (All + f1A31) +守1(D1+Mrfl) 8 Tl A ，" -U  ' J •• -.HJ' A 

また，方程式(刊-17)をYで微分すれば，

。D1_ A41 
-aY-一瓦

. C四一18)

. CVII--19) 

方程式(四一18) に (四一19) 式を代入すれば， 周知のスノレツキー

(Slutsky)の方程式が得られるo

8D1_ A ~ A 1.. a " ~T\ 1 l¥，f .. ，，8D1 ~6.12 = ~ (All + I1A31)ー (D1+Mrl1)一一。ρ~-A \.~11 T .11''-31)-¥..LJl TH~r.l l) 8Y . (VII-20) 

方程式(四一20)の右辺第一項は，価格効果であり，第二項は所得効果

である。さらに，この体系における交差効果 (crosseffect)をも考慮した

形にすれば，方程式(刊-20)は，次のように書き換えられる。

。Dj_A ~å L" a "-LA4irn 1.1¥，f .." ~;一層瓦CA;j十fん j)+ずCDi+M，.I.)(i，j=1，2) …・・・ 明 -21)
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方程式(噛-21)の右辺の第二項は，後に見るように，貨幣に対する需

要を表わしている C しかし方程式(刊ー21)において， Aは正であり，

Aは，無差別曲線が原点に凸であるとL、う性質から， 正でなければならな

い。従って.CdDiI~ρ;)窒O によって， 代替であるか補完であるかが決定

される。

さて，次に，貨幣需要に対するスノレツキー CSlutsky)方程式を求めれぽ，

次のようになる O

。M_ ， A"， ，1' A~~ A r = A ~i] + ).j/_~33 -"-~43{ -CD j + Mrfj)} fft i - "-A-I ".1 'A A 

=(ぇケ-ωわJi(ぇうご一肌)
=土(Ai3+JiA33)-hCDi+JiMr)(i=同

aM_ a孔L A，，~ 
ただし，貨幣の限界保蔵性向h= ::::':r =~~;r =一一一3であり--:-8可~--ar-- A 

. CW-22) 

。くhく1

であるO 方程式(刊-22)の右辺第一項は代替効果であり，第二項は所得

効果である O 小宮教授によれば，方程式 CVlI-22)の代替項が， ゼロであ

るとし、う仮定を置いている O すなわち，

Ci=1，2) Ai3+ JiA33=O 

0乱f
一~:.L r=-hCDj+JjMr) (i=1，2) 
….  

. CW-23) 

. CW-24) 

この方程式(刊-24)は，二商品の初期消費価格が上昇する場合，

実質貨幣ストックの価値が減少することを意味しているO

L 、ま， A13三 A23三 A33=Oとすれば， マトリックスAは，

るO

A = U13A13 + U23A23 + U33A33 -J A43 = -J A43 

h--449=1 - A-j 

。乱f
hJ=fV~~Å=l 。I

次のようにな

. CW-25) 

. CW-26) 

. C四一27)

すなわち，実質貨幣の限界保蔵価値は，変化しないことを示し，限界消

費性向がゼロであることを意味している G
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また，小宮教授の第二の仮定は，商品価格のうちの一つが変化する場合

に，貨幣需要は同じ方向に変化するということである O 貨幣に対する需要

は，二商品価格と所得水準と初期貨幣ストックに依存するから，

M=M(ρ1， Tz， Y， Mo) …… (VII-28) 

Mは，tl， Tz， Yおよび M。の一次同次函数であるから，次の式が得ら

れる O

8M _ ，8民f
Þ1-;;'~:~ + jう一一=MI h(Y +Mo) =M-MeM=M(l-eM) 。T1T YZaρI  f"¥..J. T ..I..V.1.Q ー

. (VII-29) 

ここで，貨幣需要の所得弾力性 _ Y+Mo 8MーであるD この仮
eM一 -l¥1--f)CYヨ=-Mo)

定のもとでは，他の価格が変化する場合も同じ方向に変化するのであるか

ら，8Mj8T1と 8Mj8tzは同じ符号をもつことになる O すなわち，

8M 
M吾1に従ってー 言。になる D

8tj 

つまり，価格が上昇すれば， 実質所得は減少する O しかし，eM<l，す

なわち，貨幣に対する需要の所得弾力性が 1よりも小であるならば，貨

幣需要は増加するoeM>lである場合には，貨幣需要は減少することを意

味している O

あとがき

消費者需要の理論は，ある商品の価格が変化した場合に，その商品の需

要量が如何に変化するかを分析することであるO この場合，効用水準は一

定であるとおかれねばならなし、。また，所得変化による需要量の変化をも

考察し，価格効果が所得効果によって，丁度，相殺されるかどうかをも観

察することでもあった。この理論を開放体系に拡張することも，近年試み

られ始めてレる。いわゆる，総需要を圏内生産物と輸入品とすれば，例え

ば，輸入価格の上昇は，輸入品消費を減じるはずである O しかし輸入イ

ンフレが継続している限りでは， 減少よりもむしろ増加している。同時

に，国内生産物価格をも上昇させ，実質現金残高は下落しているD また，

現金残高保有を国内通貨と外貨準備高とに区分し，分析する試みもなされ
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つつある O いわゆるボートホリオ接近法 (portfolio approach) と呼ばれ

ているものである O 国際収支に関する接近法には，古典的といわれている

弾力性接近法と，迂代経済的と称されている貨幣的接近法，それに，新し

く資産選択接近法が加わろうとしているむ斯かる方向への足がかりと L

て，本稿をまとめた次第である。私自身，いまだ未熟さの故に，誤った個

所も多いだろうと思われる。斯様なものに対する叱責が与えられることに

より， 目的の彼岸に到達できることを念願してLる。

(1973. 9.29) 
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